
「大学生の力によるまちの課題解決プロジェクト」別紙１ 

 

数学を活用した宗像の魅力発見プロジェクト 

■グループ名：  

福岡教育大学教職大学院 有元研究室 [福岡教育大学 ４名] 

 

「難しい」「嫌い」と敬遠されがちな数学ですが、数学の考え方を 

使った事象が身近にはたくさんあります。 

そんな事象を紹介しながら、宗像の魅力を発信できる冊子の作成、 

子どもから大人までを対象とした算数・数学講座を実施します。 

≪自由ヶ丘子ども教室「寺子屋」特別企画  算数講座「楽しく算数を勉強しよう！」≫ 

 

プロジェクトのテーマとして取り上げた「マンホールのふたがなぜ丸いのか」といった話の他、算数が楽

しくなるような頭の体操や数取りゲームなど様々な問題を用意。 

また、算数について分からないこと、普段疑問に思っていたことを一緒に解決していきます。 

 

日 時：１２月２４日（土）１３：３０～１５：００ 

場 所：自由ヶ丘地区コミュニティ・センター （宗像市自由ヶ丘３丁目１２－１１） 

対 象：自由ヶ丘地区の小学生とその保護者 

内 容：プロジェクトで探究した「マンホールのふたはなぜ丸い？」「地震が起こったときに聞く「マグニチ 

ュード」ってなに？」などを載せた冊子を使用し、「算数」と「宗像の魅力」を再発見してもらいます。 

グループ紹介 


